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緊急アクションにご協力を緊急アクションにご協力を
福島の子ども医療費無料化を求める福島の子ども医療費無料化を求める

 ホームページ・FAXなどで ホームページ・FAXなどで

大災害“影響の恐れ低い”大災害“影響の恐れ低い”
診療報酬改定　医科・歯科談話

　

12
月
15
日
付
本

欄
原
稿
が
全
国
保

険
医
新
聞
に
掲
載

さ
れ
、
全
国
の
会

員
か
ら
少
な
か
ら

ず
反
響
が
あ
っ
た
。
筆
者
の
手

許
に
も
複
数
の
感
想
文
が
届
い

た
。
財
務
官
僚
を
パ
ロ
デ
ィ
ー

化
し
た
歌
が
面
白
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
実
は
こ
の
稿
に
は

続
編
が
あ
っ
た
。
医
者
と
官
僚

の
共
通
性
に
つ
い
て
縷る

説せ
つ

す
る

▼
医
者
は
国
家
試
験
、
官
僚
は

国
Ⅰ
合
格
者
で
、
自
分
を
偉
い

と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
。
問
題

は
そ
の
結
果
生
じ
る
無む
び
ゅ
う
せ
い

謬
性
で

あ
る
。
誤
り
を
素
直
に
認
め
た

が
ら
な
い
。
隠
蔽
体
質
が
あ
り

都
合
の
悪
い
こ
と
は
公
表
し
な

い
▼
官
僚
は
国
民
生
活
を
規
制

し
、
医
者
は
患
者
の
生
活
習
慣

（
例
え
ば
、
食
事
、
飲
酒
、
喫

煙
、
仕
事
等
）
に
制
限
を
与
え

る
。
官
僚
は
入
省
年
度
が
重
要

で
、
医
者
も
大
学
医
局
入
局
年

次
が
重
要
で
あ
る
。
業
者
か
ら

の
接
待
多
く
、
公
務
員
と
し
て

薄
給
で
天
下
ら
な
け
れ
ば
割
に

合
わ
な
い
（
給
与
の
後
払
い
と

思
っ
て
い
る
）。
官
僚
は
権
限

拡
大
の
た
め
一
所
懸
命
、
天
下

り
先
の
獲
得
に
熱
心
で
、
大
学

の
医
局
も
関
連
病
院
の
確
保
に

力
を
入
れ
る
▼
事
務
次
官
を
Ｔ

Ｏ
Ｐ
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造

は
、
大
学
医
学
部
教
授
を
頂
点

と
す
る
か
つ
て
の
医
局
講
座
制

と
似
て
い
る
。
近
年
医
局
講
座

制
は
少
し
改
革
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
官
僚
制
は
大
蔵
省
か
ら

財
務
省
へ
看
板
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
実
質
的
に
は
変
化
が
少
な

い
。
官
僚
が
国
権
を
簒さ

ん

奪だ
つ

し
法

律
を
作
り
、
役
人
の
み
が
施
行

し
て
い
る
▼
本
当
の
民
主
主
義

は
、
政
府
（
供
給
者
）
中
心
の

発
想
で
な
く
国
民
（
消
費
者
）

中
心
の
倫
理
の
改
革
と
い
う
こ

と
が
全
て
の
尺
度
と
な
る
。
医

療
の
場
合
も
提
供
者
で
な
く
、

消
費
者
（
患
者
）
中
心
と
す
る

の
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る（
鼻
）
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こども病院ポーアイ移転計画を発表

　

兵
庫
県
は
２
月
16
日
、
県
立
こ
ど
も
病
院
に
つ
い
て
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
中
央
市

民
病
院
隣
接
地
へ
の
移
転
計
画
を
正
式
に
発
表
し
た
。
医
療
関
係
者
や
住
民
が
持
つ
懸
念
に
応

え
な
い
ま
ま
、
津
波
や
液
状
化
な
ど
大
災
害
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
「
恐
れ
は
低
い
」
と
し
て
い

る
。
協
会
は
、
同
一
機
能
の
拠
点
病
院
を
１
カ
所
に
、
し
か
も
臨
海
地
に
整
備
す
る
こ
と
は
リ

ス
ク
管
理
に
反
す
る
も
の
と
し
て
県
知
事
あ
て
に
請
願
署
名
を
提
出
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
計

画
の
見
直
し
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

〝
阪
神
・
淡
路
〞〝
東
日
本
〞の
教
訓
み
ら
れ
ず

 「県立こども病院建替整備基本計画」資料から抜粋

表　県が作成した「ポートアイランドのリスク状況」

　

県
は
２
０
１
５
年
度
中
の
オ

ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、
12
年
度
予

算
案
に
「
基
本
設
計
・
実
施
設

計
」
費
５
８
４
０
万
円
を
盛
り

込
ん
だ
。

　

県
が
発
表
し
た
「
県
立
こ
ど

も
病
院
建
替
整
備
基
本
計
画
」

に
よ
る
と
、
新
病
院
は
延
床
面

積
３
万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で

病
床
数
は
現
在
と
同
じ
２
９
０

床
。
候
補
地
は
、
①
現
地
、
②

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
Ⅱ
期
地
、

③
神
戸
市
西
区
の
神
戸
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ー
ク
、
④

神
戸
市
北
区
惣
山
町
の
４
カ
所

で
、
比
較
検
討
の
結
果
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
選
定
し
た
と

し
て
い
る
。

　

県
が
ま
と
め
た
「
整
備
候
補

地
の
比
較
」（
２
面
表
）
に
よ

れ
ば
、
４
カ
所
の
う
ち
、
面
積

は
現
地
が
３
万
１
千
平
方
メ
ー

ト
ル
で
も
っ
と
も
広
く
、
ポ
ー

ア
イ
は
２
万
６
千
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
現
地
比
で
84
％
へ
と
狭

く
な
る
。

　

用
途
地
域
・
周
辺
環
境
に
つ

い
て
は
、
現
地
は
第
一
種
住
居

地
域
で
「
閑
静
な
住
宅
街
」、

ポ
ー
ア
イ
は
商
業
地
域
の
「
緑

地
帯
」。
良
好
な
療
養
環
境
と

さ
れ
て
い
る
が
、
ポ
ー
ア
イ
で

は
そ
の
緑
地
帯
を
つ
ぶ
し
、
病

院
を
建
築
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。

　

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
「
リ

ス
ク
状
況
」
に
つ
い
て
、
津
波

・
液
状
化
・
ア
ク
セ
ス
・
バ
イ

オ
ハ
ザ
ー
ド
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
が
（
表
）、
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
「
兵
庫
県
南
部
地

震
発
生
時
に
広
範
囲
で
液
状
化

が
発
生
し
た
が
、
主
な
道
路
の

車
で
の
通
行
に
支
障
は
な
か
っ

た
」
こ
と
な
ど
か
ら
、「
大
規

模
災
害
の
影
響
が
あ
る
恐
れ
は

低
い
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院

が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
機
能

し
な
か
っ
た
こ
と
の
教
訓
は
生

か
さ
れ
て
い
な
い
。

　

協
会
は
、
災
害
時
に
機
能
を

発
揮
す
べ
き
公
的
医
療
機
関
を

中
央
市
民
病
院
と
と
も
に
１
カ

所
に
隣
接
さ
せ
る
こ
と
自
体
が

リ
ス
ク
管
理
に
反
す
る
と
し
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら

の
リ
ス
ク
把
握
は
考
慮
さ
え
さ

れ
て
い
な
い
の
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。 

（
２
面
に
続
く
）

　

福
島
県
の
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
求
め
、
著
名
７
氏
が

呼
び
か
け
人
と
な
り
、
野
田
首

相
ら
へ
の
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
が

提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

原
発
被
災
地
の
住
民
に
対
し

て
、
政
府
は
来
年
２
月
末
ま
で

の
医
療
費
免
除
措
置
を
決
定
し

て
い
る
が
、
福
島
県
は
政
府
が

狭
く
規
定
し
た
「
被
災
地
住

民
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
県
全
域

で
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
医

療
費
を
免
除
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

　

野
田
首
相
は
当
初
、「
検
討

し
た
い
」
と
期
待
を
も
た
せ
な

が
ら
、
結
局
「
実
施
は
困
難
」

と
無
情
な
決
定
を
行
い
、
福
島

県
は
独
自
で
子
ど
も
の
医
療
費

免
除
を
実
施
す
る
方
針
を
決
定

し
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、

香
山
リ
カ
氏
（
精
神
科
医
・
立

教
大
学
教
授
）
や
安
斎
育
郎
氏

（
安
斎
科
学
・
平
和
事
務
所
所

長
）、
室
井
祐
月
氏
（
作
家
）

な
ど
７
氏
が
、「
福
島
の
子
ど

も
医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
緊

急
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
国

の
制
度
と
し
て
18
歳
以
下
の
医

療
費
無
料
化
を
実
施
す
る
か
、

福
島
県
に
全
額
補
助
す
る
こ
と

を
求
め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

保
団
連
・
協
会
は
、
こ
の
呼

び
か
け
に
応
え
て
同
内
容
の
要

請
書
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
会
員

に
も
賛
同
署
名
や
メ
ー
ル
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
要
請
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
要
領
は
、
以
下
の
通

り
。

【
実
施
要
領
】

　

期
間　

２
月
〜
３
月

　

要
請
項
目　

「
①
国
の
制
度

で
福
島
の
18
歳
以
下
の
医
療
費

を
無
料
に
し
て
く
だ
さ
い
。
②

そ
れ
が
無
理
な
ら
、
独
自
に
実

施
す
る
福
島
県
に
全
額
補
助
し

て
く
だ
さ
い
。」
の
２
項
目
。

　

方
法　

以
下
の
①
〜
③
い
ず

れ
の
方
法
で
も
可
能
。

　

①
全
国
保
険
医
新
聞
２
月
25

日
付
７
面
の
署
名
用
紙
に
記
入

の
上
、
保
団
連
に
フ
ァ
ッ
ク
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
首
相
官
邸
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
ご
意
見
募
集
」
に
、
要

請
２
項
目
を
入
れ
て
自
由
に
書

い
て
く
だ
さ
い
。

　

③
野
田
首
相
以
外
に
も
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
や
訴
え
た
い
方
に

メ
ー
ル
を
送
る
な
ど
、
意
見
を

広
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
の
診
療
報
酬
改
定
に

際
し
て
、
近
畿
厚
生
局
か
ら

「
改
定
時
集
団
指
導
の
実
施

に
つ
い
て
」
と
の
通
知
葉
書

が
届
い
た
と
の
問
い
合
わ
せ

が
、
多
く
の
医
療
機
関
か
ら

　

前
回
２
０
１
０
年
改
定
時

も
、
同
様
の
通
知
が
送
付
さ

れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
に
大

き
な
不
安
と
混
乱
を
も
た
ら

し
た
た
め
、
協
会
は
、
直
ち

に
今
後
は
通
知
の
標
記
に
留

寄
せ
ら
れ
て
い

る
。出

席
は

任
意　

　

今
回
の
「
改

定
時
集
団
指

導
」
は
、
改
定

内
容
の
説
明
会

と
し
て
開
催
さ

れ
る
も
の
で
、

出
席
で
き
な
か

っ
た
と
し
て
も

何
ら
か
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
課
せ

ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。

意
す
る
よ
う
に

要
請
し
た
が
、

同
じ
こ
と
が
繰

り
返
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

行
政
の
責
任

で
診
療
報
酬
の

改
定
内
容
の
説

明
会
を
開
催
す

る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
と
言
え

る
が
、「
指

導
」
と
の
名
称

を
使
用
す
る
の

で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
説
明
会

で
あ
り
、
か
つ

　

医
療
機
関
で
は
、「
指

導
」
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
に
は
出
席
義
務
が
あ
り
、

受
け
な
け
れ
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ

が
課
せ
ら
れ
る
も
の
と
の
認

識
が
強
い
。

出
席
は
任
意
で
あ
る
こ
と
を

明
記
す
る
と
と
も
に
、
診
療

時
間
に
配
慮
し
た
時
間
帯
で

開
催
す
る
よ
う
、
協
会
は
あ

ら
た
め
て
近
畿
厚
生
局
兵
庫

事
務
所
に
要
請
し
た
。

厚生局「改定時集団〝指導〟」厚生局「改定時集団〝指導〟」

名称改善を再要請名称改善を再要請

区分 現状 備考

津
波

①現況地盤高　Ｔ.Ｐ＋約5.3～8.6m
②防波護岸の整備状況　T.P＋9.1m
③想定津波高
　ア、現行防災計画　T.P＋2.4m
　イ、２倍想定　　T.P＋4.0m

　整備候補地は、津波高を
現行防災計画の２倍に想定
した場合においても、浸水
することのない地盤高であ
る。

液
状
化

① 埋め立て土砂の特性から一般的に液状化しにくい。
② 埋め立て土砂は、液状化の発生は低いと判定されている。
③ 整備予定地は、兵庫県南部地震発生時には既に埋め立て
られていたが、顕著な液状化は発生していない。

　整備候補地は、液状化発
生の可能性は極めて低い
が、より強固な地盤とする
ため、地盤改良を行う。

ア
ク
セ
ス

■神戸大橋
　東南海・南海地震や内陸直下型地震に耐えられるよう、
平成22年度に…耐震補強がなされている。
■港島トンネル
　兵庫県南部地震発生後に整備されたものであり、同程度
の地震には耐えうるよう…整備されている。
　現行防災計画上の想定される津波高においては、トンネ
ル機能は維持されるが、２倍想定の津波高では取付部から
冠水する可能性がある。
■アクセス道路
　現行防災計画に想定される津波高ではポートアイランド
内へは浸水しない。２倍想定では、…一部の道路について
は、浸水の可能性がある。兵庫県南部地震発生時に広範囲
で液状化が発生したが、主な道路の車での通行に支障はな
かった。

　今後公表される神戸市域
の津波浸水想定区域図（暫
定）や国の中央防災会議で
の津波高の見直し結果を踏
まえ、アクセスや医療物資
の確保等の対策を関係機関
と協議し、病院の危機管理
体制を構築する。

バ
イ
オ　

ハ
ザ
ー
ド

①ヒト等に対して、大きな影響を及ぼす可能性のある細菌
やウイルス等を用いた研究施設はない。
②各施設において、法令や内部規定に基づき、あらゆる実
験について適切な安全対策が実施されている。

兵
庫
県

６面保険診療のてびき　スポーツ外傷に
おけるマウスガードの役割

研
面
究

患者負担軽減の
　　　請願署名にご協力ください

○
窓
口
定
額
負
担
増
撤
回
を

○ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を

無
料
に

○
現
役
世
代
は
２
割
に

○
消
費
税
増
税
は
中
止
を

ご注文は、☎078－393－1807まで

―安心して受けられる医療の実現を―

署
名
付
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

注
文
受
付
中
！

 

（
１
人
１
箱
、
先
着
１
０
０
人
）
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こ
ど
も
病
院
ポ
ー
ア
イ
移
転

（
１
面
つ
づ
き
）

　

こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ア
イ
移

転
に
は
、
播
磨
地
域
か
ら
の
不

安
も
高
ま
っ
て
お
り
、
佐
用
町

か
ら
は
２
月
８
日
、
移
転
計
画

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
が

県
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

県
医
師
会
を
は
じ
め
、
神
戸

市
医
師
会
、
専
門
医
会
や
患
者

団
体
な
ど
か
ら
も
、
ポ
ー
ア
イ

移
転
へ
の
疑
問
や
反
対
意
見
が

相
次
い
で
い
る
。

　

事
業
計
画
を
承
認
し
た
県
の

「
総
合
事
業
等
審
査
会
」
は
、

審
査
結
果
に
つ
い
て
６
項
目
の

留
意
点
を
つ
け
た
。

　

内
容
は
「
中
央
市
民
病
院
と

連
携
す
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い

て
県
民
に
十
分
説
明
す
る
こ

と
」「
災
害
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
県
民
に
十
分
説

明
す
る
こ
と
」「
災
害
発
生
時

に
も
病
院
機
能
が
発
揮
で
き
る

よ
う
病
院
の
危
機
管
理
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
」「
財
政
負

担
、
長
期
的
な
事
業
収
支
等
に

つ
い
て
県
民
の
十
分
な
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
明
確
で
丁
寧
な

説
明
に
努
め
る
こ
と
」
な
ど
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
県
民
・
医
療
界

の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
を
反
映
し
た
も
の
だ
が
、
医

療
団
体
や
関
係
自
治
体
に
「
十

分
な
説
明
」
が
必
要
と
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
県
自
身
が
ま

ず
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
示
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

佐
用
町
が
見
直
し

意
見
表
明

①現地 ②ポートアイランドⅡ期 ③神戸テクノロジステ
ィックパーク ④北区の住宅地

面積 約31,000㎡ 約26,000㎡ 約22,000㎡ 約22,000㎡
用途地域 第一種住居地域 商業地域 準工業地域 第一種中高層住居専用地域
大規模災害の
リスク状況

大規模災害の影響がある
恐れは低い

大規模災害の影響がある恐れは
低い【参考資料２参照】

大規模災害の影響があ
る恐れは低い

大規模災害の影響がある恐れは
低い

津波による
被害

Ｔ.Ｐ（※）＋97メートルの
岩盤地帯
津波被害の恐れはない

Ｔ.Ｐ＋5.3～8.6メートル
南西に護岸（Ｔ.Ｐ＋9.1メート
ル）整備
埋立地であるが、発生が想定さ
れる津波高の２倍よりも高い地
盤高となっており、津波により
浸水する可能性は低い

Ｔ.Ｐ＋156～166メート
ル
津波被害の恐れはない

Ｔ.Ｐ＋381～384メートル
津波被害の恐れはない

液状化の
被害

兵庫県南部地震発生時に
おいて液状化の被害なし

兵庫県南部地震発生時において
は、既に埋め立てがなされてい
たが、液状化は発生していない

兵庫県南部地震発生時
において液状化の被害
なし

兵庫県南部地震発生時において
液状化の被害なし

総事業費 約170億円 約214億円 約190億円 約180億円

整備コスト
新たに土地を購入する必
要がないため、整備コス
トは低い

地域医療再生基金（30億）と跡
地売却（17億）により、整備コ
ストが低くなる
214億－47億＝167億

他の候補地と比較する
と整備コストが高い
190億－17億＝173億

跡地売却益の活用により、整備
コストが低くなる
180億－17億＝163億

建設期間 39カ月程度 26カ月程度 26カ月程度 26カ月程度

総合型病院
とのより
緊密な連携

自動車で約30分の地点に
大学病院が立地

隣接地に救命救急センターを有
する総合型の高度専門病院が立
地

自動車で約30分の地点
に大学病院が立地

隣接地に急性期の総合型の病院
が存在する。ただし、心臓血管
外科、産科の標榜なし。自動車で
約20分の地点に大学病院が立地

広域搬送の
確保

周辺が住宅地のためヘリ
コプター搬送に制約あり

ヘリコプターによる搬送に特段
の制約なし

ヘリコプターによる搬
送に特段の制約なし

ヘリコプターによる搬送に特段
の制約なし

※Ｔ.Ｐとは、 tokyo peilの略で　河川を管理する基準となる標高で、東京湾中等潮位（平均海面）をいう

表　こども病院の移転候補地の比較
（県が作成した参考資料１「県立こども病院建替え整備にかかる整備候補地の比較」からの抜粋）

の
配
分
の
一
方
で
、
７
対
１
入

院
基
本
料
の
平
均
在
院
日
数
の

短
縮
や
、
看
護
必
要
度
を
満
た

す
患
者
の
割
合
な
ど
の
要
件
強

化
、
退
院
調
整
や
急
性
期
病
院

か
ら
の
受
け
入
れ
な
ど
に
対
し

て
多
く
の
加
算
が
新
設
さ
れ
て

お
り
、
急
性
期
・
慢
性
期
に
関

わ
ら
ず
病
院
か
ら
の
早
期
退
院

を
促
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
回
改
定
で
大
き
な
混
乱
を

も
た
ら
し
た
入
院
患
者
の
他
医

療
機
関
受
診
時
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
撤
回
を
求
め
る
協

会
・
保
団
連
の
運
動
の
成
果

で
、
ご
く
一
部
は
緩
和
さ
れ

た
。
し
か
し
、
根
本
的
な
解
決

に
は
ほ
ど
遠
い
。

　

ま
た
、
一
般
病
棟
の
90
日
超

入
院
患
者
の
取
り
扱
い
も
、
療

養
病
棟
化
か
退
院
を
余
儀
な
く

さ
せ
る
平
均
在
院
日
数
の
計
算

対
象
と
す
る
か
の
二
者
択
一
を

強
制
す
る
も
の
に
改
変
さ
れ
て

い
る
。

　

３
．
入
院
外
で
は
、
医
療
か

ら
介
護
へ
の
流
れ
の
中
で
、
在

宅
で
の
「
看
取
り
」
の
推
進
、

訪
問
看
護
指
導
料
へ
の
多
く
の

加
算
の
新
設
な
ど
、
在
宅
へ
の

誘
導
が
極
め
て
色
濃
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

複
数
医
師
を
配
置
し
た
医
療
機

関
や
複
数
の
医
療
機
関
で
連
携

し
て
い
る
場
合
の
み
点
数
を
引

き
上
げ
、
一
人
医
師
で
地
域
の

在
宅
医
療
を
支
え
て
い
る
医
療

機
関
へ
の
評
価
は
見
ら
れ
な

い
。

　

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
も
、
算
定
日
数
上

限
を
超
え
た
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て
、
点
数
を
引
き
下
げ

る
と
と
も
に
、
要
介
護
者
に
対

す
る
算
定
は
原
則
次
回
改
定
ま

で
と
す
る
な
ど
、
医
療
か
ら
介

護
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
る
。

　

４
．
６
年
に
１
度
の
同
時
改

定
と
な
る
介
護
報
酬
に
つ
い
て

も
、
プ
ラ
ス
１
・
２
％
と
さ
れ

て
い
る
が
、
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
交
付
金
を
廃
止
し
た
た

め
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
０
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
次
同

時
改
定
は
「
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
」
で
推
し
進
め
ら
れ

「
入
院
」
か
ら
「
在
宅
」
へ
、

「
医
療
」
か
ら
「
介
護
」
へ
の

診
療
報
酬
で
の
誘
導
が
い
っ
そ

う
露
骨
に
示
さ
れ
た
改
定
で
あ

り
、
診
療
所
や
中
小
病
院
の
果

た
す
役
割
を
評
価
し
た
も
の
と

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
医
療
費
抑

制
あ
り
き
の
改
定
で
は
地
域
医

療
は
守
れ
な
い
。

　

２
．
入
院
医
療
で
は
、
今
回

も
救
急
な
ど
超
急
性
期
医
療
へ

　

１
．
今
次
改
定
は
、
総
枠
プ

ラ
ス
０
・
０
０
４
％
（
本
体
プ

ラ
ス
１
・
３
７
９
％
、
薬
価
・

材
料
価
格
マ
イ
ナ
ス
１
・
３
７

５
％
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
診

療
報
酬
改
定
と
は
別
枠
と
さ
れ

て
い
る
長
期
収
載
先
発
医
薬
品

の
追
加
引
き
下
げ
分
（
２
５
０

億
円
）
を
含
め
る
と
今
回
も
実

質
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。

　

医
療
機
関
の
機
能
分
化
、

　

２
０
１
２
年
診
療
報
酬
改

　

２
０
１
２
年
診
療
報
酬
改

定
の
内
容
に
つ
い
て
、
医
科

定
の
内
容
に
つ
い
て
、
医
科

・
歯
科
そ
れ
ぞ
れ
の
談
話
を

・
歯
科
そ
れ
ぞ
れ
の
談
話
を

掲
載
す
る
。

掲
載
す
る
。

研
究
部
長　
　

清
水　

映
二

実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定

医
科

歯
科
部
会
長　
　

田
村　

忠
之

基
礎
的
技
術
料
引
き
上
げ
実
現

歯
科

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定
・・
談
話
談
話

2012年2012年歯
科
危
機
打
開
へ
さ
ら
な
る
運
動
を

こ
れ
で
は「
地
域
医
療
」を
守
れ
な
い

年
間
に
わ
た
り
２
兆
５
千
億
円

台
に
抑
制
さ
れ
た
歯
科
医
療
費

の
総
枠
拡
大
に
は
ほ
ど
遠
い
改

定
率
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中

医
協
の
医
療
経
済
実
態
調
査
で

損
益
差
額
が
初
め
て
１
０
０
万

円
を
切
る
ま
で
と
な
っ
た
歯
科

医
院
経
営
の
危
機
を
改
善
す
る

に
は
到
底
及
ん
で
い
な
い
。
ま

た
、
歯
科
医
療
費
抑
制
と
歯
科

医
療
機
関
の
締
め
付
け
に
使
わ

れ
て
き
た
長
期
維
持
管
理
シ
ス

テ
ム
路
線
は
何
ら
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。

　

３
．
一
方
、
全
国
で
署
名
27

万
筆
を
集
め
、
た
び
重
な
る
国

会
議
員
へ
の
要
請
で
歯
科
医
療

の
実
情
を
訴
え
て
続
け
て
き
た

協
会
・
保
団
連
の
粘
り
強
い
運

動
の
成
果
と
し
て
、
基
礎
的
技

術
料
の
引
き
上
げ
な
ど
、
近
年

に
な
く
実
質
を
伴
い
評
価
す
べ

　

１
．
今
次
診
療
報
酬
改
定

は
、
総
枠
で
０
・
０
０
４
％
増

と
実
質
ゼ
ロ
改
定
で
あ
り
、
先

進
国
並
み
の
医
療
費
の
総
枠
拡

大
を
掲
げ
た
民
主
党
政
権
は
公

約
違
反
で
あ
る
。
民
主
党
は

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」

と
し
て
さ
ら
に
社
会
保
障
を
抑

制
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
今

次
改
定
は
「
改
革
」
の
先
取
り

と
し
て
、「
入
院
」
か
ら
「
在

宅
」
へ
、「
医
療
」
か
ら
「
介

護
」
へ
の
流
れ
を
一
層
強
化

し
、「
医
療
崩
壊
」
を
加
速
さ

せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
．
歯
科
診
療
報
酬
本
体
は

１
・
７
％
の
引
き
上
げ
と
さ

れ
、
前
回
改
定
に
続
き
プ
ラ
ス

改
定
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
前

回
改
定
以
前
の
10
年
間
で
７
・

３
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
診
療
報

酬
を
回
復
す
る
に
至
ら
ず
、
16

き
改
善
が
み
ら
れ
る
。
特
に
田

村
智
子
参
議
院
議
員
の
質
問
主

意
書
で
、
25
年
間
据
え
置
か
れ

た
点
数
が
58
項
目
も
あ
る
こ
と

を
政
府
に
認
め
さ
せ
た
こ
と
が

大
き
な
契
機
と
な
り
、
与
野
党

国
会
議
員
を
含
め
歯
科
医
療
費

引
き
上
げ
世
論
が
高
ま
っ
た
。

　

協
会
は
今
後
も
、
こ
れ
以
上

の
歯
科
医
療
費
抑
制
を
許
さ

ず
、
窓
口
の
一
部
負
担
軽
減
と

あ
わ
せ
て
「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
」
を
患
者
・
国
民
と

と
も
に
求
め
て
い
く
運
動
を
強

化
し
て
い
く
。

　

４
．
以
下
、
歯
科
診
療
所
に

関
係
す
る
改
定
項
目
に
つ
い
て

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　

第
一
に
、
長
年
据
え
置
か
れ

て
き
た
基
礎
的
技
術
料
に
つ
い

て
、
根
管
処
置
や
歯
周
基
本
治

療
、
補
綴
な
ど
の
行
為
に
対
す

る
評
価
が
、
微
増
で
あ
る
と
は

い
え
、
包
括
さ
れ
る
こ
と
な
く

広
く
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
機
械
的
歯
面
清
掃
が
歯

管
の
加
算
か
ら
独
立
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
算
定
日
記
載
に
よ

る
懸
念
が
一
つ
解
消
さ
れ
た
。

新
規
技
術
と
し
て
、
接
着
ブ
リ

ッ
ジ
が
臼
歯
部
へ
適
用
拡
大
し

た
。
し
か
し
、
補
強
線
や
歯
肉

息
肉
除
去
な
ど
過
去
に
何
の
医

学
的
根
拠
も
な
く
包
括
さ
れ
て

き
た
技
術
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
問
題
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
歯
科
訪
問
診
療
に

つ
い
て
は
、「
常
時
寝
た
き
り

の
状
態
」
が
見
直
さ
れ
、「
通

院
が
容
易
な
も
の
に
対
し
て
容

易
に
算
定
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
あ
ら
た
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
場
の
状
況
に
近
い
も

の
に
な
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

20
分
間
の
時
間
要
件
に
つ
い
て

も
、
撤
廃
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、「
患
者
の
容
体
が
急
変
し

や
む
を
得
ず
治
療
を
中
止
し
た

場
合
」
を
認
め
る
な
ど
一
定
の

前
進
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
急

性
歯
科
疾
患
対
応
加
算
は
同
一

建
物
居
住
者
で
大
幅
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
な
ど
、
特
養
な
ど
の

施
設
で
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る

先
生
に
は
厳
し
い
改
定
に
な
っ

て
い
る
。
在
宅
歯
科
医
療
の
充

実
を
謳
う
な
ら
ば
、
同
一
建
物

居
住
者
か
ど
う
か
で
な
く
同
じ

医
療
内
容
に
は
同
じ
評
価
を
す

べ
き
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
歯
科
技
工
士
、
歯

科
衛
生
士
の
評
価
に
つ
い
て
、

歯
科
技
工
加
算
が
わ
ず
か
な
が

ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
歯
科
訪
問

診
療
に
同
行
し
て
補
助
を
し
た

歯
科
衛
生
士
の
「
歯
科
訪
問
診

療
補
助
加
算
」
が
新
設
さ
れ
る

な
ど
、
協
会
・
保
団
連
が
厚
労

省
に
要
求
し
て
き
た
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
反
面
、
院

内
技
工
に
限
ら
れ
た
り
、
在
宅

療
養
支
援
歯
科
診
療
所
に
限
ら

れ
る
な
ど
、
実
態
に
合
わ
な
い

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
歯
周
病
安
定
期
治

療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
、
歯
周
外
科
を
行
っ
た

患
者
だ
け
で
な
く
、
全
身
疾
患

を
有
す
る
患
者
や
歯
周
症
患
者

に
も
１
カ
月
１
回
な
ど
治
療
間

隔
の
短
縮
が
適
用
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
に

つ
い
て
は
医
科
の
主
治
医
に
よ

る
、
文
書
で
の
情
報
提
供
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
な
ど
歯
科
医
師

へ
の
評
価
の
低
さ
に
は
憤
り
を

感
じ
る
。
現
場
の
歯
科
医
師
の

裁
量
で
歯
周
病
の
治
療
や
長
期

的
管
理
が
で
き
る
よ
う
、
実
効

あ
る
改
定
を
求
め
る
。

　

会
員
か
ら
の
声
が
大
き
い
、

患
者
へ
の
文
書
に
よ
る
情
報
提

供
や
、
詳
細
な
明
細
書
発
行
に

つ
い
て
は
、
画
一
的
に
取
り
扱

う
こ
と
は
や
め
、
必
要
に
応
じ

て
の
提
供
に
あ
ら
た
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

最
後
に
、
電
子
レ
セ
プ
ト
請

求
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

こ
の
３
月
審
査
か
ら
縦
覧
点
検

と
突
合
点
検
が
開
始
さ
れ
る
。

４
月
か
ら
の
算
定
日
記
載
な
ど

審
査
が
よ
り
一
層
厳
し
く
な
る

こ
と
も
看
過
で
き
な
い
問
題
で

あ
る
。

求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

神
戸
市
北
区

◇
条　

件　

常
勤
、
ア
ル

バ
イ
ト
可
（
月
額
給
与　

50
万
円
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９

協
会
・
松
村
ま
で

よ
う
と
し
て
い
る
社
会
保
障
切

り
捨
て
の
端
緒
と
な
る
改
定
で

あ
り
、
協
会
で
は
地
域
の
医
療

・
介
護
改
善
の
た
め
に
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の
抜
本
的
引
き

上
げ
、
患
者
負
担
の
軽
減
を
求

め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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姫路・西播支部　研究会姫路・西播支部　研究会「「スギ花粉症スギ花粉症」」

活発な質疑応答が行われた

　

歯
科
で
は
入
れ
歯
や
ブ
リ
ッ

ジ
が
で
き
あ
が
っ
た
と
き
に
特

に
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
患

者
さ
ん
か
ら
「
な
ぜ
こ
ん
な
に

高
い
の
か
」「
そ
ん
な
お
金
、

持
っ
て
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
窓
口

負
担
が
１
割
の
時
代
に
は
、
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
最
近
で

は
、
高
く
な
る
と
き
は
「
こ
の

次
は
こ
れ
だ
け
か
か
り
ま
す
」

と
、
事
前
に
こ
ち
ら
で
計
算
し

て
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

以
前
、
協
会
の

医
科
歯
科
合
同
研

究
会
に
出
席
し
た

と
き
、
窓
口
負
担

の
未
収
金
が
話
題

に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
今
は
景
気
が

悪
い
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
こ
の
辺

り
は
下
町
で
生
活

が
苦
し
い
人
も
多

い
の
で
、
当
院
で
も
未
収
金
が

増
え
て
い
ま
す
。
誰
し
も
が
無

料
と
い
う
の
も
行
き
過
ぎ
か
と

思
い
ま
す
が
、
一
律
３
割
と
い

う
の
は
、
と
て
も
厳
し
い
も
の

で
す
。

　

署
名
は
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
、

出
入
り
の
業
者
、
馴
染
み
の
患

者
さ
ん
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら

う
こ
と
が
中
心
で
す
。「
ち
り

も
積
も
れ
ば
」。
少
し
ず
つ
で

も
、
多
く
の
医
院
で
草
の
根
的

に
取
り
組
み
が
広
が
れ
ば
、
結

構
な
数
に
な
る
は
ず
で
す
。

と
し
て
肥
満
細

胞
を
刺
激
し
症

状
を
誘
発
す
る

こ
と
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

鼻
鏡
の
上
手

な
使
い
方
も
教

え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
花
粉

症
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
簡
易
検

査
の
と
き
に
鼻

鏡
が
一
つ
あ
れ

ば
確
実
性
が
増

す
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

耳
鼻
科
の
花
粉
症
に
対
す
る

仕
事
を
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
治
療
に

つ
い
て
も
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤

の
特
徴
と
使
い
方
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
花
粉
症
の
本
質

的
な
治
療
法
は
減
感
作
法
で
あ

る
と
言
わ
れ
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

 

【
た
つ
の
市　

高
森　

信
岳
】

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
２
月
４

日
、
兵
庫
フ
ロ
ー
ラ
ル
イ
ン
姫

路
で
研
究
会
を
開
催
。「
今
年

の
ス
ギ
花
粉
症
」
を
テ
ー
マ
に

明
石
市
・
永
本
医
院
院
長
の
永

本
浩
先
生
（
耳
鼻
咽
喉
科
）
が

講
演
し
、
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
ら

12
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

「
今
年
の
ス
ギ
花
粉
症
」
の

テ
ー
マ
で
永
本
浩
先
生
の
講
演

患者署名患者署名
「私の場合」「私の場合」

③③

草の根的に
 広げたい

兵庫区・Ｓ歯科医院

写
真
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

解
剖
学
の
研
究
を
さ
れ
て
い
た

の
で
、
形
態
学
か
ら
物
事
を
理

解
さ
れ
て
い
る
姿
勢
が
伺
わ
れ

ま
し
た
。

　

花
粉
予
想
に
つ
い
て
、
耳
鼻

科
医
は
予
想
が
外
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
予
報
し
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

花
粉
が
抗
原
と
な
り
、
結
果

　開始時期が延期されていた「電子レ
セプト」の突合点検・縦覧点検が、支
払基金・国保連合会とも２月診療分
（３月審査分）から始められる。
　突合点検は、医療機関が提出したレ
セプトと、調剤薬局が提出したレセプ
トを突合して点検することである。こ
れまでは、調剤薬局から提出されたレ
セプトが1,500点（薬剤料と調剤薬局
の技術料の合計点数）以上の場合の
み、保険者の申し出によって審査委員
会で点検されていたが、今後は全レセ
プトを対象に原審査（１次審査）で点
検されることになる。
　このため、従来は処方せんで投与し
た薬剤の適応病名がレセプトに記載さ
れていない場合でも査定されていない
ケースも少なからずあったと思われる
が、今後は「病名漏れ」の場合は全て
査定対象となるため、「病名漏れ」や
「投薬禁忌」の薬剤には十分に留意す
る必要がある。
　なお、国保では、15歳未満の小児、
がん・難病の診断名のある医科レセプ

トは対象から除かれている。
　縦覧（横覧）点検は、同一患者の複
数月のレセプトを並べて、「○カ月に
１回」などの算定制限がある項目や
「特定の診療行為の連月算定」などに
ついて、また同一患者の同一月の入院
と入院外で「月１回とされている項目
の算定」などが点検される。
　基金では、３月審査分（２月診療
分）では１月診療分と縦覧、以後１カ
月分ずつ蓄積していき、８月審査分
（７月診療分）以後は過去６カ月分の
レセプトと縦覧点検が行われる。
　国保では、すでに昨年10月からデー
タを蓄積しており、３月審査分では過
去６カ月分のレセプトと縦覧点検さ
れ、最大１年分の過去レセプトが蓄積
されることになっている。
　さらに、基金では縦覧点検で過去の
レセプトに疑義が生じた場合は、保険
者または医療機関に連絡するとしてお
り、基金からの連絡で過去に遡って保
険者からの異議申し立てが行われる可
能性があり、大きな問題である。

「病名漏れ」などに十分注意を

　

落
語
に
「
池
田
の
猪
（
し

し
）
買
い
」
と
い
う
楽
し
い
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
生
も
、
寒
い
夜
は
ポ
カ
ポ
カ

温
ま
る
お
鍋
が
食
べ
た
い
も
の

だ
と
、
あ
る
先
生
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
「
幻
の
猪
肉
」
を
求

め
、
妻
と
週
末
、
篠
山
市
へ
出

か
け
て
行
き
ま
し
た
。

　

篠
山
で
も
山
里
深
く
「
不
来

坂
（
こ
の
さ
か
）」
と
い
う
集

落
の
、
と
あ
る
農
家
で
、「
猪

屋
け
ん
」（
☎
０
７
９―

５
９

５―

０
５
１
３
）
と
い
う
お
店

を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
こ
は
一
面

の
銀
世
界
で
、
感
動
し
な
が
ら

も
猪
肉
を
買
い
求
め
、
大
事
に

自 慢自 慢

地 
元
自 慢自 慢自 慢自 慢

私
の

⑮

★★

不
こ

来
の

坂
さ か

の猪買い
北摂・丹波支部
 福田　俊明

大
事
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

夕
食
に
早
速
若
い
猪
肉
を
焼

い
て
食
し
ま
し
た
。
牛
肉
の
舌

（
タ
ン
）
に
似
た
感
じ
で
美
味

で
し
た
。

　

さ
ら
に
特
製
味
噌
で
、
野

菜
、
キ
ノ
コ
、
そ
れ
に
、
さ
さ

が
き
ゴ
ボ
ウ
を
加
え
た
「
ぼ
た

ん
鍋
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歯
ご
た
え
抜
群
、
そ
れ
は
そ
れ

は
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
お
い
し
さ

で
、
薬
味
の
山
椒
入
り
七
味
が

一
層
引
き
立
て
て
く
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
そ
ば
で

な
く
自
分
で
打
っ
た

う
ど
ん
を
入
れ
て
、

土
鍋
の
底
が
見
え
て

し
ま
う
ほ
ど
に
お
腹

一
杯
に
な
り
、
至
福

の
時
で
し
た
。

　

お
店
で
食
べ
る
の

も
い
い
で
す
が
、
妻

と
の
差
し
向
い
の
ぼ

た
ん
鍋
も
ま
た
趣
向

あ
り
。
お
粗
末
！

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
生
は
耳
鼻
科
を
開
業
し

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
大
学
で
は

解
剖
学
、
外
科
学
を
専
攻
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

花
粉
症
は
ス
ギ
花
粉
だ
け
で

な
く
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
ノ
キ
、

シ
ラ
カ
バ
、
イ
ネ
、
等
が
問
題

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ス

ラ
イ
ド
に
花
粉
の
電
子
顕
微
鏡

“本質的治療は
　減感作法”

感
想
文

病気やケガによる休業に備えて。自宅療養
も補償されます

うつ病、認知症による就業不能や、地震等の天
災によるケガも／入院は１日目、自宅療養は５
日目から／再発も含めて通算1000日まで補償

・医療上の事故、医療施設の事故を補償

医師・歯科医師の老後設計に最適です

・急な出費にも１口単位で解約可能
・ 払込が困難なときは掛金中断、余
裕ができたら掛金再開

万一のためのコストは安さが魅力です！

毎年高配当を継続

　2011年度は63％、2010年度は50％
団体保険だから断然安い保険料
最高5000万円の高額保障
配偶者1000万円のセット加入あり
ライフプランに合わせていつでも増額・減額可
医師による診査はありません

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険
自在性が
魅力！

●医院経営研究会　３月例会

職員さんを大切にする職場づくり職員さんを大切にする職場づくり
日　時　３月24日（土）14時30分～17時　　会　場　協会会議室
講　師　社会保険労務士　嶺山洋子氏　　 参加費　3000円（医経研会員は無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817　田村まで

冬の味覚“ぼたん鍋”（篠山市観光課提供）

基金
国保 ２月診療分から突合・縦覧点検

会
員
訃
報

井
上　

利
之
先
生

姫
路
市

外
・
整
外
・
胃
腸
科

２
月
21
日　

享
年
84
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

浜
田
毅
一
郎
先
生

須
磨
区
・
準
会
員　

内
科

２
月
５
日　

享
年
66
歳
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東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
た

め
に
は
、
一
体
い
く
ら
か
か
る

の
か
。
政
府
は
20
兆
円
と
試
算

し
、
そ
の
た
め
に
復
興
債
の
発

行
と
増
税
を
行
う
方
針
だ
。

　

法
人
税
に
対
し
て
２
０
１
２

年
か
ら
14
年
ま
で
10
％
を
、
所

得
税
に
対
し
て
は
13
年
か
ら
25

年
間
に
わ
た
っ
て
２
・
１
％

を
、
付
加
税
と
し
て
課
す
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
個
人
住
民

税
の
均
等
割
分
を
２
０
１
４
年

か
ら
24
年
の
10
年
間
に
わ
た

り
、
年
１
０
０
０
円
増
税
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
法
人
税
で
２

・
４
兆
円
、
所
得
税
で
７
・
５

兆
円
、
個
人
住
民
税
で
０
・
６

兆
円
の
財
源
が
生
み
出
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。

　

問
題
は
、
法
人
税
で
あ
る
。

実
は
、
減
税
を
実
施
し
た
上

で
、
付
加
税
を
課
す
と
い
う
も

の
な
の
だ
。
現
在
の
法
人
税
率

30
％
を
４
・
５
％
引
き
下
げ
た

上
で
付
加
税
を
課
す
も
の
で
、

結
局
、
２
０
１
２
年
か
ら
の
３

年
間
は
年
４
０
０
０
億
円
の
減

税
に
な
る
。
さ
ら
に
付
加
税
が

課
さ
れ
な
く
な
る
２
０
１
５
年

以
降
は
毎
年
１
・
２
兆
円
の
減

税
と
な
る
。

　

つ
ま
り
、
復
興
増
税
と
い
い

な
が
ら
、
法
人
税
は
減
税
さ
れ

る
カ
ラ
ク
リ
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
は
復
興
資
金
を
生
み

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
府

案
に
基
づ
き
計
算
す
る
と
、
今

後
25
年
間
で
法
人
税
減
税
は
27

・
６
兆
円
、
所
得
税
と
住
民
税

の
増
税
額
８
・
１
兆
円
を
差
し

引
い
て
も
19
・
５
兆
円
の
税
収

減
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
ま
で
し
て
法
人
税
を
引

き
下
げ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

経
団
連
な
ど
は
「
日
本
の
法
人

税
は
高
す
ぎ
る
」
と
主
張
し
て

い
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は

な
い
。
今
の
日
本
の
法
人
実
効

税
率
は
地
方
税
を
含
め
て
40
・

69
％
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
33
・
33

％
、
ド
イ
ツ
の
29
・
41
％
、
イ

ギ
リ
ス
の
28
・
00
％
な
ど
と
、

税
率
だ
け
を
比
べ
れ
ば
、
確
か

に
日
本
の
方
が
高
い
。
し
か

し
、
欧
州
の
企
業
は
社
会
保
険

料
負
担
が
非
常
に
重
い
。
法
人

税
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
険
料

も
加
え
て
比
べ
て
み
る
と
、
日

本
の
企
業
負
担
は
ほ
と
ん
ど
の

業
種
で
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
よ

り
も
低
い
（
図
１
）。

　

ま
た
、
経
団
連
は
法
人
税
率

引
き
下
げ
の
効
果
に
つ
い
て

「
国
際
競
争
力
が
強
化
さ
れ

る
」「
設
備
投
資
が
増
え
る
」

「
研
究
開
発
が
活
発
に
な
る
」

「
日
本
企
業
の
海
外
流
出
を
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
と

説
明
し
て
い
る
。

　

は
た
し
て
本
当
に
そ
う
な
の

か
。
政
府
税
制
調
査
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
引
き
下
げ
分
の
使

途
と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
内

部
留
保
に
ま
わ
す
」
で
、
25
・

６
％
の
企
業
が
回
答
し
て
い

る
。
次
に
多
い
回
答
は
「
借
入

金
の
返
済
」
で
、「
設
備
投
資

の
増
強
」
や
「
研
究
開
発
投
資

の
拡
大
」
と
い
う
回
答
は
少
な

い
。
法
人
税
を
引
き
下
げ
て
も

企
業
が
た
め
込
む
だ
け
な
の

だ
。

　

経
済
産
業
省
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
、
企
業
の
海
外

移
転
の
理
由
で
一
番
多
い
の
は

「
安
価
な
人
件
費
」
だ
。
以

下
、「
消
費
地
へ
の
近
さ
」「
安

価
な
部
品
、
原
材
料
」「
為

替
」
と
続
い
て
お
り
、「
税
負

担
」
は
主
要
な
理
由
で
は
な

い
。
日
本
企
業
が
こ
れ
ま
で
、

こ
ぞ
っ
て
中
国
に
進
出
し
て
き

た
の
は
安
価
な
人
件
費
が
目
当

て
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
進
出

し
て
い
る
の
は
、
大
き
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
だ
。
決
し

て
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
の
法
人

税
負
担
が
低
い
か
ら
で
は
な

い
。

　

法
人
税
減
税
は
、
実
施
す
る

必
要
も
な
い
し
、
実
施
し
て
も

効
果
が
な
い
。
法
人
税
の
減
税

を
や
め
て
、
今
後
25
年
間
で
30

兆
円
近
い
税
収
が
確
保
さ
れ
れ

ば
、
所
得
税
や
住
民
税
は
も
ち

ろ
ん
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
も

必
要
な
く
な
る
。

　

政
府
が
進
め
て
い
る
「
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
」
と
は
、

何
な
の
か
。
な
ぜ
、
社
会
保
障

と
税
の
改
革
を
一
体
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

「
財
政
再
建
の
た
め
の
」
と

い
う
言
葉
を
付
け
る
と
、
そ
の

意
味
が
よ
く
分
か
る
。「
財
政

再
建
の
た
め
の
」「
社
会
保
障

・
税
一
体
改
革
」
な
の
で
あ

る
。
財
政
を
健
全
な
状
態
に
す

る
た
め
に
、
社
会
保
障
を
削
っ

て
増
税
を
行
う
と
い
う
改
革
な

の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
「
一
体
改
革
」

で
は
、
対
立
さ
せ
る
べ
き
で
な

い
も
の
を
対
立
さ
せ
て
い
る
。

「
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
は
消
費
税
増
税
が
必
要

だ
」「
消
費
税
増
税
が
イ
ヤ
な

ら
社
会
保
障
の
充
実
は
し
な

い
」
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
本

来
な
ら
、
社
会
保
障
の
充
実
と

税
収
対
策
は
区
別
し
て
議
論
す

べ
き
も
の
だ
。

　

ま
た
、
現
役
世
代
と
高
齢
者

も
対
立
さ
せ
て
い
る
。
２
０
１

１
年
度
版
の
厚
生
労
働
白
書
で

は
、「
世
代
間
で
社
会
保
障
の

給
付
と
負
担
と
の
間
に
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
」「
若

年
層
の
間
に
制
度
へ
の
不
信
感

・
不
公
平
感
が
強
く
現
れ
た
場

合
に
は
制
度
の
持
続
可
能
性
自

体
が
揺
ら
ぐ
」
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
当
に
現
役
世
代

と
高
齢
者
は
対
立
し
て
い
る
の

か
。
そ
う
で
は
な
い
。
厚
労
省

が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、「
今
後
目
指
す
べ
き
方
向

性
」
と
し
て
社
会
保
障
費
を
誰

が
負
担
す
る
べ
き
か
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
56
・
６
％
が
「
全
て

の
世
代
で
支
え
て
い
く
べ

き
」、
17
・
８
％
の
人
が
「
高

齢
者
に
現
在
以
上
の
負
担
は
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
答
え

て
い
る
。「
高
齢
者
の
負
担
増

加
は
や
む
を
得
な
い
」
は
11
・

　

で
は
、
社
会
保
障
を
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
せ
め

て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み
に
す

べ
き
だ
。
公
的
年
金
だ
け
で
老

後
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
医
療

機
関
に
も
無
料
で
か
か
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
。
医
療
や
介
護

従
事
者
の
労
働
条
件
改
善
も
必

要
だ
。
そ
う
い
っ
た
改
革
を
す

る
た
め
に
は
、
社
会
保
障
支
出

を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
い
く
ら
必
要

な
の
か
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
社

会
保
障
支
出
の
割
合
は
、
ド
イ

ツ
が
39
・
２
％
、
フ
ラ
ン
ス
が

39
・
４
％
で
、
日
本
は
25
・
７

％
（
２
０
０
５
年
）。
日
本

は
、
西
欧
の
国
々
に
比
べ
て
14

ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
少
な
い
。
日
本

が
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う

に
社
会
保
障
支
出
を
増
や
す
と

す
れ
ば
、
経
済
規
模
か
ら
計
算

し
て
30
兆
円
く
ら
い
支
出
を
増

や
す
必
要
が
出
て
く
る
。

　

い
っ
た
い
い
く
ら
の
お
金
が

い
る
の
か
。
ま
ず
、
震
災
復
興

に
必
要
な
額
が
20
兆
円
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
一
時
的
な
支
出
で

あ
る
。

　

次
に
財
政
再
建
が
必
要
だ
。

現
在
、
国
と
地
方
の
負
債
は
合

計
で
約
１
０
０
０
兆
円
に
上
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
１
０
０
０

兆
円
の
借
金
を
ゼ
ロ
に
す
る
必

要
は
な
い
。
日
本
政
府
は
ほ
ぼ

負
債
に
見
合
う
だ
け
の
資
産
を

持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
問
題
は

負
債
の
増
加
を
ど
こ
ま
で
抑
え

る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
、
１
０
０
０
兆
円
を
こ
れ

以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、

毎
年
、
44
兆
円
の
財
源
が
必
要

だ
が
、
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
は

な
い
。
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い

　

財
源
を
ど
う
す
る
の
か
。
政

府
の
選
択
肢
は
消
費
税
を
上
げ

る
と
い
う
も
の
だ
。
仮
に
60
兆

円
を
消
費
税
増
税
で
賄
う
と
す

れ
ば
、
税
率
を
25
％
引
き
上
げ

て
30
％
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
消
費
税
に
頼
る
べ
き

で
は
な
い
。
問
題
の
多
い
税
制

だ
か
ら
で
あ
る
。

　

一
つ
目
の
問
題
点
は
、
逆
進

性
だ
。
所
得
の
少
な
い
人
ほ
ど

負
担
が
重
い
。
負
担
能
力
に
応

じ
て
支
払
う
の
が
、
近
代
的
税

制
の
大
原
則
で
あ
り
、
消
費
税

は
こ
の
原
則
に
真
っ
向
か
ら
対

立
す
る
。
低
所
得
者
は
、
所
得

の
う
ち
生
活
に
必
要
な
支
出
の

占
め
る
割
合
が
高
く
、
高
所
得

者
は
、
所
得
の
う
ち
生
活
に
必

要
な
支
出
の
占
め
る
割
合
が
少

な
い
。
例
え
ば
、
所
得
全
て
を

支
出
し
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な

い
人
は
、
所
得
に
占
め
る
消
費

税
の
割
合
は
、
ほ
ぼ
税
率
と
同

じ
５
％
と
な
る
。
一
方
、
所
得

の
う
ち
、
生
活
に
必
要
な
支
出

が
10
％
で
、
そ
れ
以
外
の
90
％

を
貯
蓄
に
ま
わ
せ
る
人
は
、
所

　

こ
の
よ
う
に
問
題
の
多
い
消

費
税
だ
が
、
政
界
で
も
財
界
で

も
学
界
で
も
、
消
費
税
を
増
税

す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
圧
倒

的
だ
。
日
本
経
済
学
会
と
日
経

新
聞
が
２
０
１
０
年
に
、
３
０

０
０
人
以
上
い
る
経
済
学
者
を

対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
学
者

が
消
費
税
増
税
に
賛
成
し
て
お

り
、
学
者
の
80
％
以
上
が
税
率

を
２
桁
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
っ
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
財
政
再
建
の

た
め
、
経
済
低
迷
の
打
破
の
た

め
、
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障

財
源
の
た
め
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
一
見
も
っ
と
も
ら
し
い
理

由
だ
が
、
増
税
が
必
要
で
あ
る

こ
と
の
説
明
に
は
な
っ
て
も
増

税
を
消
費
税
に
限
定
す
る
理
由

に
は
な
ら
な
い
。

得
に
占
め
る
消
費
税
の
割
合
は

０
・
05
％
に
な
る
。

　

二
つ
目
の
問
題
点
は
、
中
小

零
細
企
業
の
経
営
に
と
っ
て
非

常
に
厳
し
い
税
制
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
一
般
的
に
は
、
消

費
税
の
負
担
者
は
最
終
消
費
者

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か

し
、
実
際
に
は
価
格
交
渉
力
の

弱
い
中
小
零
細
企
業
で
は
、
商

品
の
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
こ

と
が
多
い
。
そ
れ
で
も
課
税
さ

れ
る
の
が
消
費
税
で
あ
る
。
中

小
零
細
企
業
の
７
割
が
赤
字
で

あ
り
、
人
件
費
な
ど
を
払
う
と

何
も
残
ら
な
い
の
に
消
費
税
を

払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、
日
本
で
一
番
滞
納
が

発
生
し
て
い
る
税
金
が
消
費
税

な
の
だ
。
こ
う
し
た
状
況
で
、

さ
ら
に
消
費
税
率
を
上
げ
れ

ば
、
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
中
小
零

細
企
業
が
続
出
す
る
だ
ろ
う
。

　

三
つ
目
の
問
題
点
は
、
景
気

へ
の
悪
影
響
で
あ
る
。
消
費
税

率
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
た
だ
で

さ
え
冷
え
込
ん
で
い
る
景
気
が

さ
ら
に
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

昨
年
11
月
20
日
に
行
わ
れ
た
、
暮
ら
し
と
経
済
研
究

室
主
宰
・
山
家
悠
紀
夫
氏
に
よ
る
第
80
回
評
議
員
会
特

別
講
演
「
震
災
復
興
と
社
会
保
障
の
財
源
を
考
え
る
」

の
詳
録
を
掲
載
す
る
。

「
復
興
増
税
」
実
は
法
人
税
減
税
！

財
政
再
建
の
た
め
の
「
一
体
改
革
」

社
会
保
障
に
欧
州
並
み
の
支
出
を

今
、
日
本
に
必
要
な
金
額

消
費
税
増
税
の
問
題
点

「
消
費
税
し
か
な
い
」
の
ウ
ソ

第80回評議員会特別講演 詳録

震災復興と社会保障財源を考える
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社会保険料

地方税

国税

自動車製造業（％）

11.2

11.8
7.4
30.4

18.9

3.5
4.5
26.9

14.5

6.1
20.7

13.1

12.2

11.7

36.9

19.3

22.3

41.6

エレクトロニクス製造業

12.7

8.2
12.3

33.3

17.3

2.7
8.3
28.3

13.0

10.3
23.4

9.9
9.3

18.9

38.1

12.3

37.0

49.2

情報サービス業

15.8

9.2

19.2

44.2

27.1

7.9
11.7

46.7

23.0

16.3

39.3

14.2

12.5

29.1

55.7

12.3

57.8

70.1
金融（銀行）業

15.1

7.9
3.2
26.3

15.1

10.7
2.0
27.8

20.9

2.7
23.6

8.4
10.3
5.0
23.8

21.5

9.8
31.3

図１　法人所得課税および社会保険料の法人負担の国際比較

出典：財務省「平成22年度税制改正の大綱　参考資料」より

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

３
％
で
最
も
少
な
い
。
多
く
の

国
民
は
、
今
後
の
社
会
保
障
は

国
民
全
体
で
、
も
し
く
は
現
役

世
代
で
負
担
を
分
か
ち
合
う
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
厚
労
省
や
財
務

省
、
審
議
会
の
学
者
、
マ
ス
コ

ミ
は
、
世
代
間
対
立
を
煽
っ
て

い
る
。
本
当
は
世
代
間
対
立
な

ど
と
い
う
も
の
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
政
府
や
官
僚
、

マ
ス
コ
ミ
が
さ
ま
ざ
ま
な
対
立

を
煽
る
の
は
、
財
政
再
建
を
第

一
に
据
え
て
、
そ
こ
か
ら
社
会

保
障
を
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
発
想
が
間
違
っ
て
い
る
。

　

本
来
、
社
会
保
障
は
憲
法
第

25
条
に
あ
る
よ
う
に
「
す
べ
て

国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を

有
す
る
」
の
だ
か
ら
、
社
会
保

障
は
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

る
の
は
、「
基
礎
的
財
政
収
支

を
均
衡
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
れ
は
、
毎
年
の
借
金
返

済
と
利
息
以
外
は
、
税
収
で
賄

う
と
い
う
考
え
方
だ
。
こ
の
場

合
に
は
、
毎
年
30
兆
円
の
財
源

が
新
た
に
必
要
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
保
障
の
充
実

に
毎
年
30
兆
円
が
必
要
だ
。

　

こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
、
一

時
的
に
20
兆
円
、
毎
年
の
財
源

で
は
60
兆
円
が
必
要
と
な
る
。
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政
府
の
税
制
調
査
会
の
専
門

家
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
消

費
税
増
税
の
三
つ
の
理
由
が
書

い
て
あ
る
。
①
消
費
税
が
世
代

間
の
公
平
に
資
す
る
②
税
収
が

景
気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
な
い

③
経
済
活
動
に
与
え
る
ゆ
が
み

が
少
な
い―

と
い
う
も
の
だ
。

　

一
つ
目
の
理
由
で
あ
る
世
代

間
の
公
平
は
、
勤
労
世
代
も
高

齢
者
も
ど
ち
ら
も
負
担
を
す
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の

主
張
に
は
所
得
税
に
対
す
る
誤

解
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
所
得
税

が
勤
労
世
代
に
の
み
か
か
っ

て
、
高
齢
者
に
は
か
か
ら
な
い

と
い
う
誤
解
だ
。
実
際
は
そ
う

で
は
な
く
、
所
得
が
あ
れ
ば
、

勤
労
世
代
だ
ろ
う
が
高
齢
者
だ

ろ
う
が
負
担
す
る
の
が
所
得
税

で
あ
る
。
所
得
税
と
消
費
税
の

本
質
的
な
違
い
は
、
所
得
が
あ

る
人
が
負
担
す
る
の
が
所
得

税
、
所
得
が
な
く
て
も
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
消
費

税
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
あ
る
程

度
正
し
い
。
所
得
税
や
法
人
税

よ
り
確
か
に
消
費
税
収
は
安
定

的
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
税

が
税
収
の
不
安
定
性
に
対
処
で

き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
景
気
が
良
い
と
き
に
所
得

税
や
法
人
税
は
増
え
る
か
ら
そ

の
一
部
を
プ
ー
ル
し
て
お
い

て
、
景
気
が
悪
く
税
収
が
少
な

い
時
に
充
当
す
る
な
ど
の
方
法

を
採
る
こ
と
だ
。

　

三
つ
目
の
理
由
は
、
消
費
税

が
消
費
を
抑
制
し
、
景
気
に
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
明
確

で
、
他
の
税
よ
り
も
経
済
活
動

に
大
き
な
ゆ
が
み
を
与
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
増
税
が
消
費

税
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
消
費
税
増
税
を
求

め
る
意
見
が
多
い
の
だ
ろ
う

か
。

　

理
由
の
一
つ
目
は
、
大
企
業

に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
税
制
だ

か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
中
小
零
細
企
業
は
消
費
税

を
製
品
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い

が
、
価
格
交
渉
力
の
強
い
大
企

業
な
ら
ば
転
嫁
は
容
易
だ
。
消

費
税
は
転
嫁
さ
え
で
き
れ
ば
企

業
の
負
担
は
全
く
な
い
。
さ
ら

に
、
輸
出
を
阻
害
す
る
こ
と
も

な
い
。
輸
出
品
は
消
費
税
を
０

％
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

二
つ
目
は
、
高
額
所
得
者
に

と
っ
て
都
合
の
よ
い
税
制
だ
か

ら
で
あ
る
。
消
費
税
に
は
逆
進

性
が
あ
る
が
、
逆
進
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
高
額
所
得
者

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
負
担
が
軽

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
政
府
に
と
っ
て

も
都
合
が
よ
い
と
い
う
こ
と

だ
。
政
府
か
ら
見
れ
ば
、
消
費

税
は
１
％
と
い
う
小
幅
な
引
き

上
げ
だ
け
で
、
２
・
５
兆
円
が

税
収
と
し
て
入
っ
て
く
る
税
な

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
整
理
す
る
と
、
消

費
税
増
税
で
困
る
の
は
、
国
民

の
大
多
数
で
あ
る
一
般
庶
民

だ
。
圧
倒
的
な
多
数
で
あ
り
な

が
ら
消
費
税
増
税
を
受
け
入
れ

て
し
ま
う
の
は
、
日
本
の
国
民

が
天
下
国
家
を
憂
い
す
ぎ
る
か

ら
だ
と
思
う
。「
国
家
の
一
大

事
な
の
だ
か
ら
、
生
活
は
多
少

苦
し
く
な
る
が
し
ょ
う
が
な

い
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。
消
費

税
増
税
論
は
こ
う
し
た
国
民
の

「
人
の
良
さ
」
が
支
え
て
い
る

の
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
タ
リ
ア

な
ど
で
は
、「
国
が
ど
う
な
る

か
よ
り
も
、
自
分
の
生
活
が
大

事
だ
」
と
考
え
る
の
が
一
般
的

だ
。
日
本
人
も
少
し
、
欧
州
の

人
の
権
利
意
識
を
見
な
ら
う
必

要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

理
由
か
ら
、
私
は
消
費
税
増
税

に
反
対
だ
。
で
は
、
ど
う
や
っ

て
財
源
を
確
保
す
る
の
か
。

　

ま
ず
、
震
災
復
興
の
た
め
の

財
源
は
、
今
す
ぐ
に
必
要
だ
。

ま
た
、
社
会
保
障
財
源
に
つ
い

て
も
、
今
困
っ
て
い
る
人
が
い

る
の
だ
か
ら
、
早
く
財
源
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
で
き

る
資
金
調
達
と
言
え
ば
、
国
債

の
発
行
で
あ
る
。

　

し
か
し
日
本
政
府
の
借
金
は

莫
大
で
、
こ
れ
以
上
借
金
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
日

本
政
府
は
ま
だ
ま
だ
借
金
が
で

き
る
。
図
２
を
見
る
と
、
国
と

地
方
の
負
債
が
２
０
１
０
年
12

月
末
の
段
階
で
１
０
５
０
兆
円

あ
る
。
金
融
資
産
は
４
７
１
兆

円
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
５
７
９

兆
円
足
り
な
い
。
不
足
分
を
ど

こ
か
ら
借
り
て
き
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
１
４
８
９
兆
円
あ

る
家
計
の
金
融
資
産
か
ら
だ
。

家
計
部
門
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
の
負
債
が
３
６
０
兆
円
あ

る
も
の
の
、
金
融
資
産
が
１
４

８
９
兆
円
あ
る
。
こ
う
し
て
国

全
体
の
資
金
の
循
環
を
見
て
み

る
と
、
実
は
国
内
で
は
２
５
１

兆
円
が
余
っ
て
い
る
。
こ
の
額

を
「
対
外
純
資
産
」
と
い
う

が
、
日
本
の
「
対
外
純
資
産
」

は
世
界
一
で
、
実
は
日
本
は
世

界
一
の
「
金
余
り
国
」
だ
と
言

え
る
。
逆
に
、
世
界
か
ら
一
番

借
金
を
し
て
い
る
国
は
ア
メ
リ

で
、
世
界
中
か
ら
借
り
た
カ
ネ

で
、
政
府
は
戦
争
を
し
、
個
人

は
車
や
家
を
買
っ
て
い
る
。

　

こ
の
余
っ
て
い
る
カ
ネ
を
使

わ
な
い
手
は
な
い
。
マ
ス
コ
ミ

が
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
タ
リ
ア
を
引

き
合
い
に
出
し
て
日
本
の
財
政

危
機
を
煽
っ
て
い
る
が
、
日
本

に
は
世
界
一
の
対
外
純
資
産
が

あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
タ
リ
ア

の
よ
う
に
国
内
に
カ
ネ
が
な
い

国
と
は
全
く
違
う
。

　

こ
の
対
外
純
資
産
の
国
内
の

推
移
を
見
て
み
る
と
、
２
０
０

０
年
度
末
に
は
１
３
３
兆
円
だ

っ
た
も
の
が
、
２
０
１
０
年
度

末
に
２
５
１
兆
円
に
な
っ
て
い

る
。
本
当
は
、
10
年
間
で
１
８

２
兆
円
積
み
増
し
が
あ
っ
た
の

だ
が
、
64
兆
円
も
目
減
り
し

た
。
こ
の
目
減
り
は
、
円
高
に

よ
る
も
の
と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

危
機
に
よ
る
も
の
だ
。
日
本
の

対
外
純
資
産
は
そ
の
多
く
が
ア

メ
リ
カ
に
貸
し
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
部
が
貸
し
倒
れ
て

目
減
り
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
カ
ネ
を
、
ア
メ
リ
カ
の

た
め
で
は
な
く
国
民
生
活
に
役

立
て
れ
ば
よ
い
。

担
が
軽
く
な
り
余
っ
た
カ
ネ
は

ど
こ
に
行
っ
た
の
か
。
資
本
金

10
億
円
以
上
の
大
企
業
の
97
年

度
末
と
09
年
度
末
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
比
較
し
て
み
る
と
、

負
債
残
高
は
４
０
７
兆
円
か
ら

４
０
４
兆
円
と
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
純
資
産
残

高
は
１
６
７
兆
円
か
ら
２
９
５

兆
円
へ
と
１
２
８
兆
円
増
え
て

お
り
、
そ
の
う
ち
利
益
剰
余
金

残
高
が
１
１
９
兆
円
か
ら
２
２

０
兆
円
に
増
え
て
い
る
。
こ
の

カ
ネ
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
証
券
へ
の
投
資
で
あ

る
。
97
年
度
末
に
95
兆
円
だ
っ

た
証
券
な
ど
へ
の
投
資
残
高

が
、
09
年
度
末
に
は
２
３
３
兆

円
に
膨
れ
あ
が
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
大
企
業
は
、
法
人
税
の
減

税
や
様
々
な
優
遇
税
制
で
得
た

お
金
を
株
式
投
資
に
し
か
回
し

て
い
な
い
の
だ
。

　

ま
た
、
高
額
所
得
者
へ
の
優

遇
税
制
で
は
、
所
得
税
・
住
民

税
の
最
高
税
率
が
ど
ん
ど
ん
下

が
っ
て
い
る
。
30
年
前
は
、
８

７
７
５
万
円
超
の
所
得
に
は
88

％
の
所
得
税
・
住
民
税
が
課
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
は

２
３
８
０
万
円
以
上
の
所
得
に

50
％
し
か
課
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
以
上
は
い
く
ら
稼
い
で
も

50
％
以
上
の
税
金
を
と
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
。
88
％
と
は
言
わ

な
い
が
、
せ
め
て
98
年
当
時
の

65
％
に
は
戻
す
べ
き
だ
。

　

次
に
、
図
３
は
申
告
納
税
者

の
所
得
税
負
担
率
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
だ
が
、
所
得
金
額
が

１
億
円
に
達
す
る
ま
で
は
所
得

税
負
担
率
は
増
え
て
い
る
。
し

か
し
、
１
億
円
を
境
に
そ
れ
以

上
所
得
が
増
え
る
と
税
負
担
率

が
下
が
っ
て
い
く
。
所
得
１
０

０
億
円
の
人
は
、
税
負
担
率
が

14
・
９
％
と
だ
い
た
い
所
得
１

５
０
０
万
円
の
人
と
同
じ
負
担

率
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

な
ぜ
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ

る
の
か
と
い
う
と
、
株
式
配
当

や
売
買
の
利
益
に
は
優
遇
税
制

制
度
が
あ
り
、
所
得
税
は
７
％

し
か
か
か
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

こ
う
し
た
大
企
業
や
高
額
所

得
者
へ
の
優
遇
税
制
の
廃
止
で

さ
ら
に
10
兆
円
は
捻
出
で
き

る
。
し
か
し
、
60
兆
円
に
は
ま

だ
、
35
兆
円
足
り
な
い
。
こ
れ

は
、
消
費
税
で
は
な
く
所
得
税

の
増
税
と
い
う
形
で
国
民
全
体

で
負
担
す
る
し
か
な
い
。

　

大
企
業
や
高
額
所
得
者
も
含

め
た
と
し
て
も
、
社
会
全
体
で

45
兆
円
の
増
税
を
行
う
な
ど
と

ん
で
も
な
い
こ
と
だ
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
い

し
た
こ
と
は
な
い
。
国
民
所
得

に
対
す
る
租
税
と
社
会
保
険
料

の
負
担
率
を
比
較
す
る
と
、
日

本
は
39
％
で
、
ド
イ
ツ
の
52
・

４
％
や
フ
ラ
ン
ス
の
61
・
２
％

と
比
べ
る
と
非
常
に
低
い
。
45

兆
円
と
い
う
額
は
国
民
所
得
比

で
約
13
％
で
あ
り
、
こ
の
増
税

を
し
て
、
や
っ
と
日
本
の
租
税

や
社
会
保
険
料
の
負
担
率
は
52

％
と
ド
イ
ツ
並
み
に
な
る
。
こ

れ
が
正
常
な
姿
だ
。

　

多
く
の
国
民
は
「
増
税
は
イ

ヤ
だ
」
と
言
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
ま
ず
、
国
債
発
行
な
ど
で

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
て
か
ら

増
税
を
行
え
ば
納
得
し
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま

り
、
医
療
の
患
者
負
担
を
減
ら

し
、
最
低
年
金
を
引
き
上
げ
る

な
ど
実
際
に
社
会
保
障
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
給
付
を
増
や
す
。
日

本
の
家
計
が
資
産
を
保
有
し
て

い
る
の
は
、
社
会
保
障
が
不
十

分
で
不
安
が
あ
る
か
ら
だ
。
社

会
保
障
が
充
実
し
不
安
が
解
消

さ
れ
れ
ば
、
多
少
貯
蓄
が
減
っ

て
も
、
増
税
を
受
け
入
れ
よ
う

と
な
る
は
ず
だ
。

　

一
番
の
問
題
は
、
こ
の
改
革

を
だ
れ
が
や
る
の
か
と
い
う
こ

と
だ
。
現
在
の
政
府
に
は
で
き

そ
う
も
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と

を
実
行
で
き
る
政
府
を
国
民
の

手
で
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
財
源
は
あ

る
。
政
府
の
金
融
資
産
の
中
に

は
、
お
よ
そ
１
８
０
兆
円
の
年

金
積
立
金
が
あ
る
。
こ
の
額

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
国
債
の

発
行
や
年
金
積
立
金
の
取
り
崩

し
で
、
当
面
の
財
源
は
十
分
に

賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
そ
の
分
財
政
赤
字
は
増
え

る
の
で
、
恒
久
的
な
資
金
調
達

が
必
要
だ
。

　

一
つ
目
は
、
ム
ダ
を
削
る
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
軍
事
費

が
そ
の
代
表
的
な
も
の
だ
。
日

本
の
軍
事
費
は
年
間
４
兆
８
０

０
０
億
円
に
の
ぼ
り
、
ド
ル
換

算
す
る
と
６
４
０
億
ド
ル
で
、

ア
メ
リ
カ
、
中
国
に
次
ぐ
世
界

第
３
位
の
規
模
で
あ
る
。
本
当

に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
ア
メ

リ
カ
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
は

な
く
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
う
し
た
ム
ダ
な
支
出
の

削
減
で
５
兆
円
ほ
ど
は
新
た
な

財
源
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

二
つ
目
は
、
景
気
回
復
に
よ

っ
て
税
収
増
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

前
、
国
の
一
般
会
計
の
税
収
は

50
兆
円
を
超
え
て
い
た
が
、
現

在
は
約
40
兆
円
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
る
。
逆
に
、
景
気
さ
え
良

く
な
れ
ば
、
10
兆
円
の
財
源
は

で
き
る
の
だ
。

　

三
つ
目
は
、
不
公
平
税
制
の

是
正
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
負
担
能
力
が
あ
る
の
に

負
担
し
て
い
な
い
大
企
業
や
富

裕
層
に
増
税
を
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。

　

例
え
ば
、
直
近
で
一
番
景
気

が
良
か
っ
た
07
年
の
企
業
の
利

益
総
額
は
66
兆
円
で
、
10
年
前

の
97
年
と
比
べ
る
と
１
・
６
倍

に
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
07
年
の
法
人
税
の
納
付

額
は
13
兆
円
で
97
年
と
全
く
変

わ
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
10

年
間
で
税
率
の
引
き
下
げ
や
様

々
な
優
遇
税
制
が
と
ら
れ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
税
負

は
、
現
在
の

年
金
支
払
い

額
の
３
年
分

だ
。
世
界
中

を
見
渡
し
て

も
、
年
金
の

積
立
金
を
こ

れ
ほ
ど
貯
め

て
い
る
国
は

な
い
。
ど
こ

の
国
で
も
１

〜
２
カ
月
分

が
普
通
だ
。

だ
か
ら
、
１

０
０
兆
円
ほ

ど
は
安
心
し

対
外
純
資
産
251
兆
円
が
余
っ
て
い
る

年
金
積
立
金
100
兆
円
取
り
崩
せ
る

恒
久
財
源
三
つ
の
対
策

【やんべゆきお】「暮らしと経済研究室」主催
1964年神戸大学経済学部卒業、第一銀行入
行。第一勧業銀行虎ノ門支店副支店長などを
経て94年第一勧銀総合研究所専務理事に就
任。01～03年神大大学院経済学研究科教授

山家悠紀夫氏

金　融　機　関
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融
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図２　国内には250兆円を超す余剰資金がある
　　　経済部門別に見た資金過不足（2010年12月末、兆円）

図３　所得別にみた所得税負担率
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出典：財務省「平成22年度税制改正の大綱　参考資料」より

出典：日本銀行「資金循環勘定」

て
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

１
０
０
兆
円
を
10
年
か
け
て
取

り
崩
す
と
す
れ
ば
、
１
年
間
で

10
兆
円
の
財
源
が
で
き
る
。
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はじめに
　スポーツを安全に、かつ、安心して行
うことができれば、最大のパフォーマン
スが期待できる。そのためには、可能な
限りの安全対策を講じることが大切とな
る。
　今回は、スポーツ時に発生する歯や口
腔領域における外傷の予防の立場から、
マウスガードの役割を中心に、Ｑ＆Ａ形
式でまとめてみた。

歯や口腔領域における
スポーツ外傷の頻度
　2005年度の調査によれば、顎口腔領域
における外傷のなかでスポーツ外傷は約
21％を占めており、交通事故による外傷
がシートベルトやエアーバッグという予
防策により、その割合が減るなかで、逆
に増える傾向にある。
Ｑ　どのようなスポーツで、外傷は多い
のか？
Ａ　わが国においては、野球、ラグビ
ー、バスケット、スキー、格闘技、サッ
カーなどで発生頻度が高く、やはり他の
選手と接触する、いわゆるコンタクトス
ポーツで生じることが多いことが分か
る。
Ｑ　どんなところを、ケガすることが多
いのか？
Ａ　上顎では６前歯の損傷が、下顎では
正中、顎角部、関節部での骨折が多い。
Ｑ　どのような人に、ケガが多いのか？
Ａ　スポーツ歯科外傷のリスクファクタ
ーは、外因性と内因性に大別される。外
因性としては、コンタクトするスポーツ
か否か、動きの速さや激しさ、器具（ラ
ケット、スティック）を使用するか否
か、防具を使用するか否か、活動頻度、
選手のレベルがあげられる。
　ここで注意すべきは、選手のレベルが
低い方が、また練習中の方が外傷が発生
しやすいことである。
　選手個人に関わる内因性のものとして
は、歯列不正（前歯部の転位、被蓋の大
きさ）、埋伏歯などがある場合に外傷の
リスクは高くなる。

マウスガードの効果
Ｑ　マウスガードに、どのような効果が
期待できるか？
Ａ　マウスガードを使用することによ
り、期待される効果としては、①外傷を
予防または軽減できる、②脳震盪を軽減
できる、③身体のバランスを改善できる
場合がある、が考えられている。
　①に関しては、従来から経験的にその
効果が論じられてきているが、その科学
的根拠を示した研究は少ない。日本スポ
ーツ歯科医学会では、倫理的な観点を十
分に考慮した共通のアンケートフォーマ
ットを用いた、学会員による大規模疫学
調査を継続しているが、現在まで（2011
年末）の集計結果（約800人の結果）、マ
ウスガードの使用時間が長いほど、外傷
の発生頻度が統計的に有意に低下するこ

とが示されている。
　②に関しては、直接的な科学的根拠が
示されていないが、脳震盪により重大な
事故が発生したボクシングにおいて、マ
ウスガードが最初に義務化されたこと、
それ以来事例が減少したことを考える
と、その軽減効果を期待しても間違いで
はないと考えられる。
　③については、適正な咬合、顎位は静
的なバランスにつながることが報告され
ており、マウスガードにおいてもその効
果は期待できる。しかしながら、マウス
ガードを用いることでパフォーマンスが
向上することを過剰に謳うことは、ドー
ピングにもつながることであり、慎むべ
きであろう。

マウスガードの選び方
Ｑ　どのようなマウスガードがいいの
か？
Ａ　マウスガードには、スポーツ用品店
で市販されているストックタイプ（まっ
たく成形性のないもの）、マウスフォー
ムドタイプ（お湯で軟化し口の中で成形
するものなど）、カスタムメイドタイプ
（歯科医院で印象し、模型上で個人に合
わせて製作するもの）がある。
　マウスガードにおいても、「適合、外
形、咬合」がポイントであり、これらい
ずれの点でもカスタムメイドタイプが最
も優れており、外傷の予防効果も高い。
Ｑ　マウスガードが使われない理由は？
Ａ　マウスガードを製作しても、使わな
くなる場合が多いとされている。その理
由には、「異物感がある」「呼吸しにく
い。しゃべりにくい」が多い。「異物
感」の解消については慣れが必要である
が、「呼吸しにくい。しゃべりにくい」
については、噛んでいないと落ちてくる
適合の悪いマウスガードを使用した場合
に出てくるクレームである。
　これらの問題は、適合の良いカスタム
メイド・マウスガードに適切なデザイン
を与えることで解消できることが、多く
の研究によって証明されている。
Ｑ　マウスガードの基本デザインは？
Ａ　図１はマウスガードの基本デザイン
で、上顎に製作し、唇側、頬側は骨の最
大豊隆部を越えたところ、口蓋側は歯頸
部に外形線を設定する。後縁は第一大臼
歯の遠心とするが、異物感を生じなけれ
ばさらに後方まで伸ばすことも可であ
る。
　前歯部の厚みに関しては、現在の一般
的なマウスガードの材料であるEVA（エ
チレン酢酸ビニルアセテート）では３㎜
あればよい。これは、EVAでは厚みが３
㎜以上になっても、その衝撃吸収効果が
あまり変化しないからである。

マウスガードの使用法
Ｑ　マウスガードの使用方法は？
Ａ　マウスガードの衝撃吸収効果を発揮
するためには、必ずしも噛みしめる必要
がない。図２に示した津川の研究結果か
らも、人間の頭部には咬合接触による干

ドライマウスと唾液腺
歯科定例研究会

　お申し込み・お問い合わせは、
☎078ー393ー1809　岡林まで　

スポーツ外傷における
マウスガードの役割

図１

渉機構という衝撃に対する防御機構がす
でに存在している。
　そのため、マウスガードを装着した場
合でも、対合歯を軽く合わせた状態であ
っても、天然歯同士で強く噛みしめた状
態とほぼ同じ程度の衝撃吸収効果が期待
できる。
Ｑ　マウスガードを使用する前には、口
腔清掃が必要か？
Ａ　スポーツ選手は、スポーツドリンク
で水分補給をしていることが多い。スポ
ーツドリンクの中には、糖分が多く含ま
れている場合があり、口腔清掃がよくな
いと齲蝕の原因となりやすい。
　したがって、マウスガードの提供ばか
りでなく、口腔清掃の指導も忘れてはな

らない。
Ｑ　マウスガードの手入れは？保管は？
Ａ　すばやく除菌できるマウスガード専
用のスプレーも利用できるが、基本的に
は十分に水洗いして、高温にならないと
ころに乾燥状態で保管することが望まし
い。
Ｑ　マウスガードの耐久性は？
Ａ　マウスガードの耐久性は使用頻度に
よって異なるが、通常ワンシーズンとし
ている。適合性が低下して使用時に脱離
したり、咬合面に亀裂が入っている場合
には再製が必要となる。
（１月21日神戸支部研究会より。中見出
しは編集部）

　 前田　芳信先生講演大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能
再建学講座　歯科補綴学第二教室教授
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図２　生体の防御機構とマウスガード

第474回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

Quizで考えるアトピー性皮膚炎診療
日　時　３月17日（土）17時～19時　　会　場　協会会議室
講　師　金沢大学大学院医学系研究科皮膚科学教室
　　　　教授　竹原　和彦先生
共　催　マルホ株式会社

－今日からできる口腔ケア－
日　時　４月８日（日）14時～17時
会　場　協会会議室
講　師　大阪大学大学院歯学研究科
　　　　高次脳口腔機能学講座
　　　　顎口腔機能治療学教室
　　　　教授　阪井　丘芳先生
定　員　120人（事前申込順）

第50回

　お申し込み・お問い合わせは、
☎078ー393ー1803 まで　

有床診療所懇談会

日　時　４月７日（土）15時～

会　場　協会会議室

テーマ　 有床診に関わる2012年診療
報酬・介護報酬改定内容に
ついて
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